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1. 目的
韓国における人工内耳に関する歴史をたどり、健康保険適用以降の装用状態、及びろう社会からの反応の変遷を明らかにする。 人工内耳を装用しているろう児童の増加によって、ろう教育がどのように変化したのかを明らかにする。
2. 年表
1988年10月 最初の22チャンネル型人工内耳(オースロリア　コクレア社制)手術、36歳(3年前中途失聴)　ヨンセ大学医大病院　(ホ・イ、2008； 京卿新聞 1988．10．15．8面より)
1988年11月18日　ソウル大学医大病院にて手術成功
1990年6月　ヨンセ大学医大病院 人工内耳移植者会の結成報道　(ホ・イ、2008)
1992年6月4日　ヨンセ大学医大病院、人工内耳を装用している19人の社会生活能力に関する調査結果を発表 （京卿新聞　1992. 02. 04. 11面より)

1992年6月25日 7歳先天性全ろう児童に対する人工内耳手術成功（新聞報道内容：電話のベル音など認識可能） （京卿新聞 1992. 06. 25 11面）
1994年2月16日　ソウル大学病院にて1988年から～1994年まで29人手術　（キム　外、1994）
1994年11月2日　ヨンセ大学医大病院　88年から94年10月まで小児2人を含め52人の経過が良いと発表　（東亜日報　1994. 11. 02.　17面より）
1996年以後　4才以下のろう児童に対する手術増加　(ホ・イ、2008)

1998年　全国4ヶ所大学病院で成人128人、小児78人、人工内耳移植術　(キム、1999: 7)
1999年　米国バイオニクス社のクラリオン人工内耳、初めての移植　(ホ・イ、2008)

2000年以降　個人病院での人工内耳手術増加　(ホ・イ、2008: 126)
2001年　オーストリアのメドエル社、国内手術　(ホ・イ、2008: 128)
2002年　保健福祉部、低所得階層の10才未満のろう児童を対象に、手術費支援事業開始(年間100人)　(障碍人保健福祉審議官　2001　『障害者福祉総合対策(障害者施策広報、200112)』:　5)
2002年7月　保健福祉部　施設入所聴覚障害児を対象に、手術費支援事業開始　（保健福祉部ホームページ事前情報公表資料室、登録日2002. 07. 18）
2002年　人工内耳装用数250～350人推定（小児50％以上推定）

2003　KT通信企業　聴覚障害児・青少年を対象に人工内耳支援（2003年3人2009年まで119人）

KTホームページより　http://www.kt.com/social/contribute_04.jsp#
2005年1月15日　人工内耳手術健康保険適用　(保健福祉部告示第2004－93号)
2005年5月15日　人工内耳医療保険適用基準改正　(細部内容および方法記載) (保健福祉部告示　第2005-29号)
2005年5月23日～5月27日 KBS放送局ドキュメンタリー「人間劇場」にて、人工内耳を装用している小児と父の養育過程を放映
　（http://www.kbs.co.kr/1tv/sisa/human/vod/1352622_1278.html）
2005年9月　人工内耳友の会 CI Members' Club　結成
　　http://cimembers.com/main/index_110104.html
2006年1月15日　第1回「人工内耳の日」制定記念行事(主催:　インターネット放送局「愛の声」、主管:　「大韓耳鼻咽喉科学会」) 
2007年7月　保健福祉部全国16市・道を対象に「新生児聴覚選別検査モデル事業実施」　（オ　外、2007） 
2007年　国立特殊教育院　「人工内耳児童のための教師用指針書開発研究書」発刊　（ミン 外、2007） 
2009年9月25日　15才未満のみ、両耳装用医療保険適用　（保健福祉部告示第2009 - 180号）
2011年4月14日　ソウル大学人工内耳センター1000人記念発表、小児775人、成人279人　（韓国日報　2010. 04. 14より）

2011年4月20日　「国民健康保険公団」がはじめて人工内耳に関する統計を公開
3．ろう社会からの対応：　「人工内耳の日」制定の反対を中心に 

2006年1月13日　「韓国ろう者協会(韓国聾唖人協会)」 「人工内耳の日」制定に反対する報道資料を配布
2006年1月15日　政府の無分別な人工内耳支援の中断を要求する声明書を発表
2006年1月15日　協会長ビョン・スンイル会長他ろう者30人、第１回「人工内耳の日」行事が始まる直前に行事所の壇上を占拠、主催側から「人工内耳の日」を制定しないという約束を受け退場 

2006年1月20日　政府に人工内耳に関する嘆願書を提出 
* 以上の内容は2006年1月16日ウイードニュース 『聴覚障害者ら反発、「人工内耳の日」制定 霧散』より 

2006年1月30日　「人工内耳の日」制定を推進していた組織が「「韓国ろう者協会」の意見を尊重して、「人工内耳の日」制定を無効化する」ことを発表　（ハンギョレ新聞2006.2.1）
4． 健康保険適応以降の装用数
2005年以前の人工内耳装用数、手術病院数の調査について、韓国の市場占有率約70％を占めているコクレアコレア社(http://www.cochlear.com/kr)に筆者がデータの公開を依頼したが、競合先に情報が漏れる可能性があることから、公開しないという回答を受けている。 競合先はアドバンスト・バイオニクス社(アメリカ）、メドエル社(オーストリア)である。
表１は2005年から2010年10月までの人工内耳装用の年齢別現況である。これは2011年4月20日健康保険公団が公開した、はじめての統計である。 *　国民健康保険公団　4.20報道資料:　2 より。健康保険適応以降2005年から2010年10月まで人工内耳手術を受けている人は3,351人である。年代別に見れば、9才以下が1,321人で最も多い。10代は611人で、20代から60代までの年齢層では2～3百人余りが等しく人工内耳を装用している。
表２は年度別9歳以下の装用数を表したものである。2005年9歳以下284人、9歳以上443人、2006年9歳以下192人、9歳以上273人、2007年9歳以下218人、9歳以上361人

2008年9歳以下242人、9歳以上360人、2009年9歳以下214人、9歳以上362人、2010年9歳以下171人、9歳以上226人である。*　国民健康保険公団　4.20報道資料:　6より
* 保健福祉部 報道資料室　201104019　「人工内耳手術患者40%は9才以下児童- 2005年以降…」　
http://www.mw.go.kr/front/al/sal0301vw.jsp?PAR_MENU_ID=04&MENU_ID=0403&BOARD_ID=140&BOARD_FLAG=00&CONT_SEQ=251105&page=1　より
5.　ろう教育の変化 

ユン・ユン(2007)が書いた『聴覚障害幼児の早期仲裁に関する実態調査』によると聴覚障害児童の83%が人工内耳を装用している。全国125箇所の障害者福祉館、21箇所のろう学校、178箇所の言語治療クリニックを対象とした実態調査である。 

人工内耳装用者数増加によって一般校に在籍している聴覚障害学生数が増加している、一方、ろう学校の在籍数は減少している。
ろう学校の学生数は2005年には1,670人が在籍していたが、2010年度には1,150人と減少している。それは医学の発展によって、聴覚障害児の出現率が低くなることも関係がある。特殊学級に在籍している聴覚障害学生数は2005年度には494人だったのが、2010年度には1,056人である。5年の間に2倍に増えている。 一般学級に在籍している聴覚障害学生は2005年度385人から2010年度には1,491人で、約3.8倍に増えている
。

*　教育人的資源部　2005　『2005年度特殊教育実態調査』： 3より
*　教育科学技術部　2010　『2010年度特殊教育実態調査』： 3より

表3は2010年９月現在、ろう学校６校の人工内耳装用数を表しているものである。人工内耳装用数/学生数、％

Aろう学校　幼稚部　9/14(64%)　初等　14/25(56%)　中等　15/34(44%)　高等　21/59(36%)　計59/132（44.7％）
Bろう学校　幼稚部　12/20(60%)　初等　17/37(46%)　中等　9/30(30%)　高等　5/41(12%)　 計43/128（33.6％）
Cろう学校　幼稚部　4/10(40%)　初等　11/17(65%)　中等　19/19(100%)　高等　17/24(71%)　 計　51/70（72.9％）
Dろう学校　幼稚部　2/3(67%)　初等　8/9(89%)　中等　5/11(45%)　高等　8/14(57%)　計23/37（62.2％）
Eろう学校　幼稚部　18/21(86%)　初等　18/24(75%)　中等　18/26(69%)　高等　24/34(71%)　計　78/105（74.3％）
Fろう学校　幼稚部　9/12(75%)　初等　4/22(18%)　中等　0/12(0%)　高等　4/26(15%)　計17/72（23.6％）
2011年9月、国際電話によるインタビュー、メール交換をして調査したものである。全国ろう学校数は18校である(教育科学技術部　2010より)。今回、調査した2010年6校のろう学校の特徴は以下の通りである。

Aろう学校：　韓国唯一の国立ろう学校、手話法、全寮制（生徒数は初6、中17、高36　計59名）　 
Bろう学校 ： 野球部が有名、「グローブ」という商業映画化（2011年作、観客数600万）、 全寮制 （生徒数はは幼1、初19、中26、高35　計81名） 
Cろう学校 : 1995年から人工内耳装用支援、全寮制（生徒数は初13、中14、高23　計50） 
Dろう学校 : 口話法で有名、設立者は口話法の父で呼ばれる。 
Eろう学校 ： 口話法で有名、2000年代以降手話を導入、ろう教師5人（韓国で一番多い） 
Fろう学校 ： 45年（植民地解放）以降、最初の私立ろう学校。
· ろう学校の問題　：　2011年9月インタビュー（ろう学校23年経歴をもっている教師） 2011年9月
・　学生数の減少が一番大きな問題である。 

･　重複障害をもっている学生が増加している。 

・　人工内耳と補聴器の費用の差があまりなく、大多数の学生が人工内耳を装用している。 

・　人工内耳の効果がよい学生の大多数は普通学校に行っていて、統合するのが難しい学生たちがろう学校に来ている。
・　統合教育に適応ができなくて、帰ってくる学生たちも少しずつ増加している。 

6.　問題点および課題 

・　人工内耳装用を通じての社会統合、統合教育が意味するとこるを究明する必要がある。 

・　人工内耳がろう社会・ろう者、ろう学校のアイデンティティーの変化になどに及ぼした影響などを究明が必要である。
・　人工内耳を装用している聴覚障害者に対する支援が必要である。
・　2歳以下のろう児童を含めて、人工内耳装用の実態に関する情報がまだ共有されていない。
・　ろう者に対する医療系の影響力が強化している。例）　ろう児童、親に関する遺伝子検査が暗黙裡に認められている（クァク、2010）。
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